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Linkは、わたしたちのNPOが市民と市民、市民と行政、市民と事業者、 
学校と市民、子どもと大人といった様々な人たちをリンク（Link：つなぐ）
することを、そして心と心をつなぐことを目指します 

　特定非営利活動促進法（NPO法）が制定されて約6年が
たちます。 
　日野市基本計画「日野いいプラン2010」では、NPOの
支援についても明記され、市民活動団体の自立や、NPO法
人格認証取得を支援するとしています。 
　市では、市民活動団体の拠点として「市民活動支援センタ
ー」を設立するとともに、これらの自主運営やNPO法人の
認証取得、団体運営の情報交換、交流の場としての活性化を
図るために「市民活動団体連絡会」が発足し、協働による市
との業務委託等の実現を推進しているところです。 
　連絡会では、市民や市に市民活動団体への理解と活動内容
を知ってもらうために、NPOフォーラムの開催や、市職員
研修「参画と協働」の連続勉強会に参加し、ワークショップ
などを通して、実施可能な企画を提案しています。 
　一方、市は登録制度として「日野市非営利活動団体（NPO）
業務受注希望登録事業」を制定して、受注機会の利便を図っ
ているところです。 
　このような取り組みの結果によって、年々NPOの受注も
増加し、平成16年度は市民サポートセンター日野にお願い
しているファミリー・サポート・センター事業をはじめ、受

託は福祉・健康・子育て等の約24件となっており、今後も増
えていくだろうと考えています。 
　しかし、職員の意識はNPOとの協働という事について、
いまだに抵抗感があると思いますし、必ずしも理解されてい
ないと考えています。今後も職員研修の徹底や、協働による
実践を体験しながら、より幅広い協働を展開・推進していか
なくてはならないでしょう。 
　また、NPO側の視点に立つと、非営利活動の枠組みだけ
では組織運営上の困難を抱えることになり、継続的な活動を展
開していくためには、ある程度の収益を確保しておくことも大
切でしょう。いずれにしても、ある一定の時期には競争入札に
参加し、業務受託をすることも視野に入れる必要があると思わ
れます。 
　協働を推進していくためには、柔軟な思考がお互いに求め
られています。そして当然、この協働の結果については評価
がなされ、市民に情報公開されると考えます。 
　いずれにしても、市民サポートセンター日野との協働をはじ
め、今までの実績も踏まえながら、より積極的に推進してまいり
ます。 

堀之内 和信 



歌のメッセンジャー　きたにまさみちさん 

基調講演の阿部治さん 

 

 

　立教大学教授で、「持続可能な開発のための教育（＝ＥＳ

Ｄ）の10年推進会議」の代表として世界を視野に、遅々とし

た日本の動きを全力で引っ張る阿部治さんの基調講演が、ま

ず私たちの頭に、今年からその10年が始まるＥＳＤの全体像

を描いて見せてくださいました。 

　最近日本でも頻発している子どもを取巻く事件のおぞまし

さ、地球が汚れ、崩れてしまいかねない不安など、私たちが

一様に抱く「なんとかしなくては」という思いから、この運

動はまず、日本のＮＧＯが声を挙げ、政府を動かし、第2回

地球環境サミットで小泉首相により提案されたことが発端と

なっています。その後、2002年暮れの国連総会で全会一致

で可決され、「さあ、世界中のみんなで取り組もう」という

ことで国連の10年が始まったわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　その目標は、生きとしいけるものが安心して安全に幸せに

生きられる地球をつくることで、そのためには教育が大切な

のですが、これまでの環境教育とはいささか趣を異にしてい

ます。従来のように、「自然と人間との関係を改善しよう」

というばかりでなく、人と人との関係も見直す。そこから、

平和、途上国開発、人権、貧困、福祉、人口、社会・経済の

持続性と、課題はどんどん広がってきます。同時に、これま

ではバラバラにとらえられていた問題がすべてつながり合い、

少しずつ重なり合ってくるのです。そのすべての改革の根底

に教育があるわけです。 

　でも、こうした大きな課題を前に私たち個々人がどうした

らよいかわからないとひるむ必要はないのだと、阿部さんは

おっしゃいます。改革の方向性としては「参画する力」、「共に

生きる力」、「つなぐ力」をキーワードにトップダウンではなく、

自分たちのまわりから仲間を広げながら進めていけばよいの

だと。 

　では、何をどうやって？　この疑問に明確に答えてくださ

ったのが、第三部のパネルディスカッションに登場してくだ

さった面々でした。 

 

 

 

　第一部の基調講演が終わって、いささか固くなった心身を

ほぐしてくださったのは、ギターを抱えて颯爽と現れた　き

たに　まさみちさんでした。第二部の始まりです。 

　都の情報企画担当部長として、平日はＩＴ推進の業務をこ

なす彼は、こうして週末には全国のＮＰＯ活動支援に行脚す



 

る歌のメッセンジャー。この日も「早春賦」「あざみの歌」

「おぼろ月夜」「コスモス」「無縁坂」「花」と、なつかし

く、心にしみる歌の数々を美声に乗せて参加者全員の胸に届

け、思わずみんなで唱和しました。 

　地元の平塚市で防災の取り組みをも熱心に進めておられて、

持続可能な社会には防災の視点が重要ということで、阪神大

地震で揺れている真最中を再現したコンピュータグラフィッ

ク映像も見せてくださいました。最後に「ふるさと」をみん

なで歌って終わりました。 

　第１部の阿部さんの講演の中に、ＥＳＤの視点（社会、経

済、環境）に四つ目として文化が加わったというお話があっ

たのですが、これこそ文化であり、人と人とを結ぶ最強の手

段だと、実感させられた一幕でした。 

 

 

 

　続いての第三部、パネルディスカッションは圧巻でした。

パネリストは、行政から日野市環境共生部長の萱嶋信さん、

ＮＰＯ「Ｂeすけっと」でホームヘルプ活動を続ける中村敏

子さん、企業からは環境を調査・分析・管理・コンサルする

会社を設立して34年になる飯田冨美子さん、そしてスウェー

デンに30年暮らし、国際環境ＮＧＯナチュラル・ステップ・

ジャパン代表として講演・執筆活動や、企業や自治体の研修

を手がける高見幸子さんの四人。コーディネータは当ＮＰＯ

事務局長の下重喜代が務めました。 

　多彩な顔ぶれですが、どなたもＥＳＤという言葉が生まれ

る前から、それぞれの立場とやり方で、社会を住みよくする

活動に取り組み、気がついてみたら、ＥＳＤと結びつくこと

をやっているというわけなのです。 

　馬場市長のもとでゴミ改革に取り組み、市内のゴミ半減に

力を尽くした萱嶋さんは、「市民の提案をやわらかく受け止

めて行政に生かすためには、弱い行政でなければ」と、これ

までに手がけた成功例を語り、市民の要求を先回りして満た

してあげるのではなく、今は敢えて寝た子を起こし、市民に

考えていただき、いっしょに問題解決に当たるのだと、市民

にはうれしくも厳しい発言。 

　11年前に18人で2万円ずつ出し合って作った組織が、い

まや売り上げ4千万円のＮＰＯに成長した「Ｂeすけっと」の

中村さんは、「ホームヘルプサービスは相手との信頼関係が

根幹なので、人づくりを心がけてきた」と言い、世話をして

いる子どもたちに日野の四季おりおりの自然の情景に目を向

けさせたり、意識して声かけをしていると語ってくれました。 

「そういう会社ができると社会が助かる」と東京都の担当に

言われて、1971年に自然豊かな日野に「世の中に役立つ会

社」を設立した飯田さんは、仕事に男女の差はつくらず、能

力ある女性リーダーをどんどん登用していく過程で、育児期

短時間勤務制度やフレックスタイムを導入するなど、女性が

働き続けやすい職場づくりを整備し、462人の従業員の4割

近くが女性という点でも、業界の先端を行く会社に育て上げ

ています。 

　スウェーデン暮らしの長い高見さんは、幼児期からの一貫

したエコロジー教育や、バックキャスティング（成功した姿

から逆算して、今どうするかを考える）の目的達成のための

手法など、環境先進国の具体的実例を次々に紹介。「ウーン、

さすが…」と会場をうならせました。 

　フロアーからのいくつかの質問も含めて、最終的にたどり

ついた課題は、「次の世代に何が残せるか」ということ、子

どもを取巻く問題です。市ができることは、子どもたちに自

然の中で遊べる環境を残すことだと萱嶋さん。気がかりなの

は日本のＥＳＤの先進事例でもある「総合的な学習の時間」

が、ここへ来て見直されようとしていることです。 

　その動きに危機感を持つ意見もいくつか出され、指導者の

養成に力を入れるなど、なんとか前向きに進め、深めていけ

ないものかと、考えさせられました。 

　 

　このシンポジウムを終えて、日野市民であることにチョッ

ピリ誇りが持てました。参加してくださった方々が、「日野

市民から地球市民へ」の足がかりをそれぞれに掴んで頂けた

のではないかと思います。終了後の多くの感想文からその手

応えが感じ取れ、達成感をもらいました。 

　日野市民以外の方たちには、それぞれの地域でこのイベン

ト参加体験を生かしてくださることを願っています。 

（NPO市民サポートセンター日野　副理事長　早川裕子） 

 

　私は「多摩平の森ふれあい館」のコミュニティ・カフェと

総合受付で活動しています。 

　アナログ人間の私は、携帯電話を持ちはじめたのも最近の

こと。パソコンに関してはまるで未知の世界でした。でも将

来への必要性を感じ、今回、思いきってNPO主催のパソコン

講座を受講することにしました。 

　最初は用語の意味すらわからず、マウスやキーボードを相

手に悪戦苦闘。ガチガチに肩が懲って緊張してしまいました。

でも、10名の生徒に対し先生が4名もいらっしゃるので、ほ

とんどマンツーマンの実習指導となり、手を上げればすぐに

側に来て教えて下さいます。わからない事だらけでしたが1

回目の講座が終った時には「面白い！興味がわいてきた」と

感じました。 

　家に帰って早速、ノートパソコンを借り、側においてなる

べく触れる様に心掛けています。いま2回の講座が終り、少

しずつ進歩を感じ、気が付いたら次回の教室が楽しみになっ

てきました。　 

　まだまだ、入口の入口に立っている状態ですが、活動に生

かせる日が近いように、上達を目指し、「パソコンに触れる

日」を多く持つよう頑張りたいと思います。 

菊地りえ 



古紙配合率100％再生紙を使用しています 
石油系溶剤を含まないインキを使用しています 

　ＮＰＯの事業をスタートして1年、慣れない中でスタッフ、理事
者一同、必死で頑張り、多くの関係者のお力添えをいただき、当初
の予定を超える事業成果を上げることができました。引き続き、二
年度に向けてのご支援を頂きたくよろしくお願い致します。 

編集後記 

当ＮＰＯでは、活動のサポート（手助け）をしてくださる方を募集しています。 
これから地域での様々な貢献活動が増えていくに従い、会員の皆様の力が是
非必要です。 
　 
●活動の内容としては次の通りです。 
　＊ 簡単な入力作業 
　＊ ニュースの編集や発送作業 
　＊ ホームページの更新 
　＊ イヴェント企画や講座開催時のサポーター（受付、案内） 
　 
●保育士、幼稚園教諭、看護士の資格をお持ちの方 
子育て支援の分野などで、会員の皆様とご一緒に資格やキャリアを生かす
活動を開発していきたいと考えています。 
　 
まずはサポーターの登録をしていただけますよう、よろしくお願い致しま
す。通信に同封の登録用紙に記入し、ＦＡＸあるいは郵送で下記までお送
りください。 
　　 
〒191-0062 多摩平2-6多摩平の森ふれあい館 
ＮＰＯ市民サポートセンター日野　　電話　042-583-1528

ＮＰＯ市民サポートセンター日野が活発な活動を展開するためには、Ｎ
ＰＯの趣旨に賛同し、活動を支援してくださる皆さまのサポートなしに
は成り立ちません。ぜひ、会員の輪を広げるためにご支援くださいます
ようお願いします。また、寄付も常時受け付けています。 
 
　一般会員（活動に参加してくださるひと）　1,000円 
　賛助会員（活動を支援してくださるひと）　3,000円（1口） 
　法人会員（活動を支援してくださる法人）　30,000円(1口) 
　運営会員（運営に積極的にかかわるひと）　10,000円 
　入会金（一般会員、運営会員のみ1,000円） 
 
会員特典　年3回の会報をお届けし、主催講座やイヴェント等にご優待
します。 
 

工房を建てることから始めたお菓子屋 
kage sweets(カーエ スウィーツ) 

 

　手を動かし、物をつくる事が好きな私は、何か一人でや

れることはないかと、いろいろと考えた結果、お菓子屋な

ら出来ると思いました。2001年の年末のことでした。 

　始めるに当り、資金のないなか考えた末に、自宅の庭の

一角（約1.5坪）を両親に提供してもらい、そこに工房を建

てることを決意。しかしいざ建てると決めたものの注文建

築や特注のログハウスキッドは、見積書を見ただけで目を

回すほどの予算。そこで何か良い方法はないかと思案した

あげく思いついたのが、以前から興味のあった大工仕事。 

後は早いもので、自分の手で建てようと意気込み、右も左

もわからないまま図書館で本を借りあさり、一から勉強し

ながら作業をスタートしたのは2002年春のことでした。

この間、多くの方々の応援や励ましに助けられました。コ

ツコツと大工仕事をして四ヶ月。やっと完成。 

　建てるにあたってこだわろうと思い、やるなら出来る範

囲で良いものを、満足のいくものを作りたいと思いっきり

欲張りました。建物は木造在来工法で取りかかり、塗料も

安全性の高いものを使いたいと考えて、ヒノキの土台には

柿渋を、外壁にはドイツ・オスモ社のものを使用しました。

建物や中の機材に必要な物を調べては東奔西走。バイクを

飛ばし、探しまわったりもしました。 

　その結果、満足度の高いものに仕上がり、言葉ではいい

表せない程の貴重な経験をしました。振り返れば、軽い気

持ちと勢いで始めたものの、想像をはるかに超える大格闘

の末にやっと出来上がった工房です。 

　途中、慣れない手ノコや、ノミの手作業がたたり、お箸

さえにぎれない程の腱

鞘炎になり、一ヶ月も

作業を中断せざるを得

ないこともありました。

でも、最高のスローラ

イフでとても贅沢なスタ

ートを切ったと自負して

おります。 

　そんな工房で無添加に

こだわって手作りしてい

るクッキーやパウンドケ

ーキを、どうぞCafe  

Greenでお楽しみくださ

い。（プレゼント用にも

ご用意できます） 

藤田裕子 

　通常は休業の2月28日の月曜日、日頃のご愛顧に感謝し

て、午後2時から4時までの間、サポーターのボランティア

により、コーヒーを100円でサービスさせていただきまし

た。僅か2時間の間に初めてのお客さんを含む28人がご来

店くださいました。 

　当カフェは、有機・無農薬そして開発途上国の生産者に

利益が厚いフェアトレード（公正な貿易）によるコーヒー

・紅茶を扱っています。これからの季節は窓からケヤキの

美しい芽吹きが楽しめます。どうぞスローな時間をcafe 

Greenでお過しください。 

3階コミュニティ・カフェ「感謝・ディ」大盛況 


